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井の口川水系河川整備計画井の口川水系河川整備計画((案案))
住民説明会住民説明会

平成１６年５月２７日平成１６年５月２７日
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ⅠⅠ．河川整備計画策定の経緯．河川整備計画策定の経緯

ⅡⅡ．井の口川水系河川整備計画．井の口川水系河川整備計画((案案))についてについて
１．流域及び河川の概要１．流域及び河川の概要

1.11.1流域及び河川の概要流域及び河川の概要
1.21.2河川整備の現状と課題河川整備の現状と課題

２．河川整備計画の対象区間及び期間２．河川整備計画の対象区間及び期間
2.12.1河川整備計画の計画対象区間河川整備計画の計画対象区間

2.22.2河川整備計画の計画対象期間河川整備計画の計画対象期間
2.32.3河川整備計画の適用河川整備計画の適用

３．河川整備計画の目標に関する事項３．河川整備計画の目標に関する事項
3.13.1洪水による災害の発生の防止又は軽減に関する目標洪水による災害の発生の防止又は軽減に関する目標
3.23.2河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する目標河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する目標

3.33.3河川環境の整備と保全に関する目標河川環境の整備と保全に関する目標

４．河川の整備の目標に関する事項４．河川の整備の目標に関する事項
4.14.1河川工事の目的、種類及び施行の場所並びに当該河川工事河川工事の目的、種類及び施行の場所並びに当該河川工事

の施工により設置される河川管理施設の機能の概要の施工により設置される河川管理施設の機能の概要
4.24.2河川の維持の目的、種類及び施行の場所河川の維持の目的、種類及び施行の場所

4.24.2その他河川の整備を総合的に行うために必要な事項その他河川の整備を総合的に行うために必要な事項
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ⅠⅠ．河川整備計画策定の背景．河川整備計画策定の背景
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◆新しい河川整備の計画制度◆新しい河川整備の計画制度

明治２９年（１８９６年）

治水

昭和３９年（１９６４年）

利水

平成９年（１９９７年） 「治水・利水・環境の
総合的な河川制度の整備」

主な改正点
①地域の意見を反映した河川整備

の計画制度の導入
②河川環境の整備と保全環境

治水

利水治水

河川法改正の流れ河川法改正の流れ
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◆河川整備計画決定までの手続きについて◆河川整備計画決定までの手続きについて

井の口川水系河川整備計画（原案）井の口川水系河川整備計画（原案）

国土交通省への申請国土交通省への申請

井の口川水系河川整備計画の決定井の口川水系河川整備計画の決定

嶺南地域流域検討会（学識経験者）

井の口川水系河川整備計画（案）井の口川水系河川整備計画（案）

敦賀市長

意見

意見 今後の

手続き

地域住民（今回）
意見
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◆福井県嶺南地域流域検討会◆福井県嶺南地域流域検討会 開催概要開催概要

嶺南地域の県管理河川平成14年12月25日第１回

井の口川平成15年11月10日第４回

井の口川平成16年3月15日第５回

多田川平成15年6月11日第３回

多田川平成15年3月24日第２回

検討対象河川開催日時回数

第４回討議状況 第４回現地視察状況 第５回討議状況
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◆福井県嶺南地域流域検討会◆福井県嶺南地域流域検討会 委員名簿委員名簿

部門 役　職
氏　名

（50音順）

治水 廣部
ヒロベ

英一
エイイチ

治水
細田
ホソダ

　尚
タカシ

（検討会　会長）

福井工業高等専門学校　環境都市工学科　教授

京都大学大学院工学研究科　教授

人文
歴史

人文
歴史 中島

ナカジマ

辰男
タツオ

敦賀短期大学　教授

若狭歴史民俗資料館　館長

多仁
タニ

照廣
テルヒロ

環境 大城
オオキ

　香
カオリ

利水 大竹
オオタケ

臣哉
シンヤ

福井県立大学　生物資源学部　教授
　（小浜キャンパス）

福井県立大学　生物資源学部　助教授
　（小浜キャンパス）
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ⅡⅡ．井の口川水系．井の口川水系
河川整備計画河川整備計画((案案))についてについて



9

１．流域及び河川の概要１．流域及び河川の概要
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◇井の口川水系◇井の口川水系
流域図流域図

流域面積 28.4km2

(内 三味線川流域 3.9km2)

法河川延長 5.35km

▲野坂岳
913.5m

井の口川三味線川

敦賀市

敦賀湾

井の口川河口部

凡 例

法河川区域
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◇地◇地 形形

敦賀市

敦賀湾

低

高

地盤高

井の口川

三味線川

敦賀湾

井
の
口
川

笙
の
川

Ａ
A'

井
の
口
川

横断図

Ｊ
Ｒ
北
陸
本
線 A'A

笙
の
川
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◇井の口川の現況◇井の口川の現況

井の口川下流部
（櫛川中央橋付近）

井の口川中流部
（三味線川合流点付近）

井の口川上流部
（沢地区）

井の口川下流部
（貯木場付近）
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◇現在の土地◇現在の土地
利用状況利用状況

市街地：15.1％

水田 ：16.0％

畑 ： 5.9％

山地 ：62.5％

水面 ： 0.5％
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◇土地利用の変遷◇土地利用の変遷

平成6年 平成13年

井
の
口
川

三味線川

昭和7年



15

1.2 1.2 河川の整備の現状と課題河川の整備の現状と課題

1).1).治水に関する現状と課題治水に関する現状と課題
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◇過去の被災状況◇過去の被災状況
(S28.9.24(S28.9.24--2626洪水：台風洪水：台風1313号）号）

福井新聞(S28.9.25)

福井新聞(S28.9.26)
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◇過去の被災状況◇過去の被災状況（（S.34.8.13S.34.8.13洪水：台風洪水：台風77号）号）

【井の口川安堵橋下流】

【井の口川四石橋下流】

【井の口川

沓見橋上流】

福井新聞(S34.8.14)
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◇過去の被災状況◇過去の被災状況（（S.47.7.11S.47.7.11洪水洪水::三味線川）三味線川）

【五反田川合流点より上流】
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◇三味線川の洪水の原因◇三味線川の洪水の原因

三味線川横断図

井の口川合流点～江川合流点

江川合流点～法河川上流端（五反田川合流点）

●三味線川改修前は、河道断面が小さく洪水の流下が十分ではなかった。

●三味線川上流区間は、天井川であった。
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◇過去の被災状況◇過去の被災状況（（H2.9.17H2.9.17--2020洪水洪水::台風台風1919号）号）

福井新聞(H2.9.21)

【被災箇所の復旧状況】
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◇井の口川の河川改修の沿革◇井の口川の河川改修の沿革

⑤井の口川
中小河川改修事業
基幹河川改修事業

⑥井の口川
住宅宅地関連公共
施設促進事業

①三味線川
河川局部改良事業

③井の口川
河川局部改良事業

④五反田川
準用河川改修事業

②三味線川
小規模河川改修事業

⑦大瀬川
準用河川改修事業福井県施工

敦賀市施工
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◇井の口川現況流下能力◇井の口川現況流下能力

右岸

左岸

改修済み区間 流下能力不足

320m3/s 300m3/s

流下能力不足

三味線川合流点
原川合流点

野坂川
合流点

凡 例

堤防満杯

余裕高考慮

安堵橋 四石橋上流

180m3/s
130m3/s

1/50

1/5 200m3/s 180m3/s

110m3/s
80m3/s

80m3/s

50m3/s

大瀬川

合流点
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◇井の口川沿川の土地利用計画◇井の口川沿川の土地利用計画

出典：「敦賀市都市計画図」

四石橋上流

断面が
不足する区間

安堵橋

河口

大瀬川合流点
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1.2 1.2 河川の整備の現状と課題河川の整備の現状と課題

2).2).河川の利用に関する現状と課題河川の利用に関する現状と課題
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■取水施設の状況■取水施設の状況

木崎第一可動堰櫛川統合堰 木崎頭首工

モロノ木揚水機 向山揚水機 入の口堰

○井の口川本川

○三味線川
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◇河川空間の利用

プレジャーボートスポット 貯木場と木材曳航状況

櫛川河川公園利用状況
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◇◇ 流量の変動状況流量の変動状況

笙の川流況表（日平均流量） 単位(m3/s)

注）下段は、100km2当たりの比流量(m3/s/100km2)

井の口川では、水位・流量観測データがないため、笙の川の

比流量から推定した仮想の流況を示します。

単位(m3/s)井の口川仮想流況表（日平均流量）

笙の川の比流量から換算

（基準地点の流域面積23.3km2）

観測所 豊水 平水 低水 渇水 最大 最小 備考

9.85 5.80 3.69 1.78 107.03 0.04

6.10 3.56 2.27 1.09 65.66 0.02
呉竹 H.1～H.14の平均

基準地点 豊水 平水 低水 渇水 最大 最小

豊橋 1.42 0.83 0.53 0.26 15.32 0.01
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1.2 1.2 河川の整備の現状と課題河川の整備の現状と課題

3).3).河川環境に関する現状と課題河川環境に関する現状と課題



29

●下流改修済み区間は
コンクリートブロック護岸で整備

●大湯橋付近（河口より約1.5km地点）

まで感潮区間

●四石橋より上流区間は堤防など
に植生が繁茂している

井の口川下流部
（櫛川中央橋付近）

井の口川中流部
（三味線川合流点付近）
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◇流域の植生◇流域の植生

出典：福井県のすぐれた自然「植生編」(1999)

１

３

２

ｸﾘ－ﾐｽﾞﾅﾗ群落

ﾁｼﾏｻﾞｻ－ﾌﾞﾅ群落

ｽｷﾞ－ﾌﾞﾅ群落

ﾌﾞﾅ－ﾐｽﾞﾅﾗ群落

ｽｷﾞ－ﾋﾉｷ植林

ｺﾅﾗ群落

ｱｶﾏﾂ群落

ﾔﾌﾞｺｳｼﾞ－群集

自然植生

代償植生

植 林

【貴重な植生】
①気比の松原
②秋葉山のスダジイ林
③野坂岳のブナ林

「福井県のすぐれた自然」
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◇井の口川の動植物確認状況◇井の口川の動植物確認状況

赤字：貴重種
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◇井の口川に生息する貴重種（その１）◇井の口川に生息する貴重種（その１）

メダカ
（絶滅危惧Ⅱ類、県域絶滅危惧Ⅱ類）

櫛川統合堰から三味線川合流点付近で確認

魚類

写真：河川環境調査業務委託報告書 平成15年

底生生物

マルタニシ
（準絶滅危惧種、県域準絶滅危惧

種 ）
大湯橋から四石橋付近で確認
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◇井の口川に生息する貴重種（その２）◇井の口川に生息する貴重種（その２）

イソシギ
（県域準絶滅危惧種 ）

樋詰橋付近で確認

鳥類

ミサゴ
（準絶滅危惧種、県域絶滅危惧Ⅰ

類）
貯木場上空から安堵橋付近で確認

チョウゲンボウ
（県域準絶滅危惧種）
四石橋の上空で確認

ササゴイ
（県域準絶滅危惧種 ）

櫛川河川公園付近、樋詰橋付近で確認

写真：河川環境調査業務委託報告書 平成15年
福井県レッドデータブック（動物編）2002
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◇水◇水 質質

下流地点（穴地蔵橋）

0

1

2

3

4

5

6

S48 S50 S52 S54 S56 S58 S60 S62 H1 H3 H5 H7 H9 H11 H13

(m
g/
l)

上流地点（豊橋）

0

1

2

3

4

5

6

S48 S50 S52 S54 S56 S58 S60 S62 H1 H3 H5 H7 H9 H11 H13

(m
g/
l)

●下流（穴地蔵橋）環境基準：Ｃ類型

●上流（豊橋） 環境基準：Ａ類型
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2.2.河川整備計画の河川整備計画の
対象区間及び期間対象区間及び期間
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2.1 2.1 河川整備計画の計画対象区間河川整備計画の計画対象区間
2.2 2.2 河川整備計画の計画対象期間河川整備計画の計画対象期間

当面の河川整備の目標を
達成するための期間

→概ね２０年

四石橋上流

安堵橋

計画的に河川工事を
実施する区間
(約2.6km)

計画的に河川工事を
実施する区間
(約1.0km)

河口

大瀬川
合流点



37

2.3 2.3 河川整備計画の適用河川整備計画の適用

河川整備計画策定後について

●災害発生状況
●流域の開発計画等の社会情勢変化
●地域の意向

適宜、河川整備計画の内容を点検し
必要に応じて見直します。
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3.3.河川整備の目標に関する事項河川整備の目標に関する事項
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井の口川水系治水計画のプロセス井の口川水系治水計画のプロセス

計画規模の決定

河川の重要度の評価

3.13.1洪水による災害の発生の防止又は洪水による災害の発生の防止又は
軽減に関する目標軽減に関する目標

基本高水の決定

河道及び貯留施設

への流量の配分

計画高水流量の決定

流出解析
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「建設省河川砂防技術基準（案）同解説 計画編」

Ａ級 １／２００以上

Ｂ級 １／１００～１／２００

１級河川のその他、

２級河川の都市河川

Ｄ級 １／１０～１／５０

Ｅ級 １／１０以下
２級河川の一般河川

１級河川の主要区間

Ｃ級 １／５０～１／１００

中小河川計画の手引き（案）

基本 当面 基本 当面 基本 当面

密集 1/100 1/50 1/150 1/50 1/100 1/30

一般 1/50 1/30 1/100 1/30 1/50 1/30

1/30 1/10 1/50 1/30 1/30 1/10

1/10 1/3 1/10 1/5 1/10 1/3

内水河川

一般住居区域

田園地帯

都
市
域

地域分類
掘込河道 築堤河道

◇井の口川水系の計画規模（全国基準より）◇井の口川水系の計画規模（全国基準より）

井の口川水系
の計画規模

１／５０

二級河川工事実施基本計画検討の手引き
１／３０ １／５０ １／７０ １／１００

５０未満 ５０－３００ ３００－６００ ６００以上
１０未満 １０－２０ ２０－５０ ５０以上

氾濫面積　　 　（ha） １，０００未満 １０００－３０００ ３０００－５０００ ５０００以上
宅地面積　(ha） １００未満 １００－８００ ８００－２，０００ ２，０００以上
人口　　   　（千人） ３０未満 ３０－１００ １００－２００ ２００以上
資産額　  　（億円） ３００未満 ３００－３，０００ ３，０００－１０，０００ １０，０００以上
工業出荷額（億円） １００未満 １００－１，０００ １，０００－２，０００ ２，０００以上

計画規模
流域面積　 　　（km2）
市街地面積　　（km2）

氾
濫
区
域

井の口川水系に相当
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計画的に河川工事を
実施する区間(約2.6km)

■ ：基準地点
単位：m3/s

敦
賀
湾

←300 ←180←320 ←130

豊
橋

■

↑

三味線川

井の口川

計画的に河川工事を
実施する区間(約1.0km)

◇計画高水流量◇計画高水流量
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3.2 3.2 河川の適正な利用及び河川の適正な利用及び
流水の正常な機能の維持に関する目標流水の正常な機能の維持に関する目標

＜現状＞
●流量に関する調査が行われていない
●水質調査は継続的に実施している
●渇水による被害は発生していない

＜今後＞
●河川の水量、水質等の継続した調査

を実施し、流水の正常な機能の維持
の観点から河川状況の把握に努める
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3.3 3.3 河川環境の整備と保全に関する目標河川環境の整備と保全に関する目標

●河川環境の保全
（河岸植生の保全、

みお筋の形成）

●河川環境の保全
（変化のある河床の保全、

河岸植生の保全）

井の口川上流部

井の口川中流部
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4.4.河川整備の実施に関する事項河川整備の実施に関する事項



45

4.1 4.1 河川工事の目的、種類及び施行の場所並びに当該河川河川工事の目的、種類及び施行の場所並びに当該河川
工事の施工により設置される河川管理施設の機能の概要工事の施工により設置される河川管理施設の機能の概要

●工事の目的
概ね50年に１回程度発生
すると予想される洪水に
対応する河道改修を行う。

●工事の場所
①河口～安堵橋
②四石橋上流～大瀬川合流点

●工事の種類
①河床掘削、護岸工、導流堤
②河道拡幅、河床掘削

護岸工、階段工

●整備に当たり配慮する事項
植生の自生や回復、瀬・淵
の形成を図り、河川環境の
保全に配慮する。

四石橋上流

安堵橋

計画的に河川工事を
実施する区間②

(約2.6km)

計画的に河川工事を
実施する区間①

(約1.0km)
河口

大瀬川
合流点

国道27号
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●標準断面図（その１）●標準断面図（その１）
穴地蔵橋付近

豊橋付近

右岸左岸

右岸左岸
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●標準断面図（その２）●標準断面図（その２）
莇生野橋付近

右岸左岸

右岸左岸

宮内橋上流
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●● 井の口川井の口川 河川整備縦断図河川整備縦断図
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0
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25

-100 100 300 500 700 900 1100 1300 1500 1700 1900 2100 2300 2500 2700 2900 3100 3300 3500 3700 3900 4100 4300 4500

追加距離(m)

標
高

(
m
)

現況右岸堤防高

現況左岸堤防高

計画高水位（HWL)

計画堤防高

不等流水位

現況最深河床高

計画河床高(m)

河川整備縦断図

櫛川中央橋

木崎頭首工木崎第一可動堰櫛川統合堰

国道27号
ﾊﾞｲﾊﾟｽ橋豊橋

1/700

1/450

三味線川

合流点
安堵橋

計画的に河川工事
を実施する区間

(1.0km)

改修済区間
(1.1km)

計画的に河川工事を
実施する区間(2.6km)

出発水位：T.P.0.487m

大瀬川合流点

原川合流点

穴地蔵橋

花城橋

祝橋

樋詰橋

莇生野橋

四石橋

三味線川
計画河床高

金山取水口

野坂川

合流点

1/150

1/180

1/250
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◇落差工部の魚道について◇落差工部の魚道について

落差工設置により最も影響を受ける魚類

回遊魚：産卵のため、海域と河川とを往復する魚類回遊魚：産卵のため、海域と河川とを往復する魚類

【井の口川で確認された回遊魚】

●アユ ●シマヨシノボリ

現状の生態系を保全するためには、これらの魚類が遡上・
降下できるよう、落差工に魚道を設置する必要がある。

アユ シマヨシノボリ



50

◇落差工部の魚道イメージ◇落差工部の魚道イメージ

出典：魚からみた落差工への配慮事項（1998,財団法人リバーフロント整備センター）

【特 徴】
●全断面の階段式魚道である。
●各段に隔壁を設けて水たまり（プール）をつくり、流速の変化をつける。
●隔壁を工夫（切り欠き、自然石を用いる等）することにより、水の流れを

誘導できる。
●底生魚や甲殻類の遡上のため、魚道の隔壁の下部に潜孔を開けるとともに

底面に自然石を配置する。
●プール内に堆積する土砂の除去等の維持管理の必要がある。
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4.2 4.2 河川維持の目的、種類及び施行の場所河川維持の目的、種類及び施行の場所

4.3 その他河川の整備を
総合的に行うために必要な事項

●必要に応じて護岸等の河川管理施設の補修・
点検を行う。

●土砂の堆積等により流下阻害となる場合は
治水・環境面に配慮し必要に応じて河床掘
削等の対策を行う。

●大雨、台風等の洪水時の迅速な情報の収集と
提供、平常時の防災意識の啓発

●自然環境の保全のため河川愛護思想の普及
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＜井の口川水系河川整備計画（案）における目標＞

◎洪水による災害の発生の防止又は軽減に関する目標◎洪水による災害の発生の防止又は軽減に関する目標

・治水安全度の向上

◎河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する目標◎河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する目標

・河川の適正な管理

◎河川環境の整備と保全に関する目標◎河川環境の整備と保全に関する目標

・現状の自然環境の保全、身近な水辺としての親水機能向上

＜井の口川における課題＞

◎治◎治 水水

・沿川の市街化，流下能力の不足

◎河川の利用◎河川の利用

・住民にとって身近な川となっていない（水辺に近づきにくい）

◎環◎環 境境

・多様な生き物のすみかへの影響，中上流域の水質は良くない

◇井の口川の具体的整備内容（案）◇井の口川の具体的整備内容（案）
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◇◇井の口川整備の方針井の口川整備の方針

身近な自然や水辺との身近な自然や水辺との
ふれあいを通じて交流ふれあいを通じて交流
を深めることのできるを深めることのできる

川づくり川づくり

●市街地に隣接して流れている。●市街地に隣接して流れている。

●沿川に多くの文教施設が立地●沿川に多くの文教施設が立地

している。している。

●比較的河川規模が小さい。●比較的河川規模が小さい。

井の口川沿川の状況

下 流 域

中上流域



54

■河川の特性■河川の特性
・汽水域で流れが緩やか。

・水量感がある。

・魚種は井の口川の中では豊か。

（海水魚、回遊魚、淡水魚）

・水質は比較的良好。

・右岸側は開発が進み、住宅が多い。

・周辺に文教施設や観光施設が数多く分布。

・完成断面（1/50年）でほぼ改修済み。

・河川公園やプレジャーボートスポットが整備されている。

下 流 域
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河川に沿った通路の連続性を確保し、人々が水面を眺めながら

往来できるような整備を行うことにより、周辺の宅地や文教施設、

観光資源等を有機的に結ぶ地域ネットワークの中核としての役割

を持たせる。

■整備の基本的考え方■整備の基本的考え方
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【【管理道の整備管理道の整備】】
・河川の管理道を連続させ、一般の人々も自由に通ることができるよう
にする。

・管理道には舗装を施し歩きやすさに配慮するとともに、必要に応じて
堤内地から管理道へアクセスするための階段やスロープ等を設ける。

・管理道沿いには樹木や草花等を植栽し、魅力的な河川空間を創出する。
・敦賀市と連携し、ベンチ等の休憩施設を設置する。

【【市民参加の川づくり市民参加の川づくり】】
・植栽やその維持管理は、市民団体や
沿川住民と協働して行う。

■整備内容■整備内容

【【下流域整備イメージ下流域整備イメージ】】
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■河川の特性■河川の特性
・水量は少ない。

・河岸や水際にはツルヨシや野草が繁茂。

・水質はあまり良くない。

・沿川で莇生野土地区画整理事業、産業団地造成事業が進められている。

・周辺に文教施設が数多く分布。

・対象区間のほぼ全区間で、今後改修を実施。

中 上 流 域
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特に文教施設や住宅地の近辺では親水性を高めることにより、

井の口川の水や生き物とふれあい、環境学習等を行うことが

できるような整備を行う。

■整備の基本的考え方■整備の基本的考え方
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【【現状で生育、生息している動植物の保全・復元現状で生育、生息している動植物の保全・復元】】
・みお筋や水際植生の保全、回復を図る。
・横断構造物に魚道を設置する。

【【親水性の向上親水性の向上】】
・住宅地や文教施設に近い箇所では、
階段等の親水施設を設置する。

・親水利用を考慮した落差工を整備する。
・河岸を緩傾斜にする。
・関係機関と連携し、水質向上に
取り組む。

【【環境学習や自然観察の場環境学習や自然観察の場
としての利用としての利用】】

・教育機関等と連携し、河川に関する
情報提供や環境学習の支援等を行う。

【【市民参加の川づくり市民参加の川づくり】】
・整備にあたっては、市民との意見
交換の場を持つよう努める。

【【中上流域整備イメージ中上流域整備イメージ】】

■整備内容■整備内容

【【親水利用に配慮した落差工事例親水利用に配慮した落差工事例】】


